
(研究資料)

木材[W J必実地試験資料 2

本場テニスコート防腐処理外側}および

その他付帯木造物被需調査

中間報告 1

木材防腐研究室(1)

1. はしがき

昭和 28 1, 1'. 7 n.4:場テニスコートを主主的jjωI汁句る際，防府州究室にあj して，外f:llfrその他(~仰木造物の防

腐処H日をしてもらいたいとの IJ!P~{があったので， クレオゾート泊， Na-PCP 等 5 種艇の防1(1$斉IJを )1 1 い，

加圧， pjt漬，塗ず11 ，吹付G\JCfÍî) 等の 4 種の処閣法により，防腐処:fWを 1子い，防腐剤の実用効果の資料を

f与んとした。

たまたま本年 5 n に， コートの liMJえのため外側の一郎を穆勤させるヱJ.ìJが行われた機会を利JIlし， ま

た，伐)11分袋古i):IU外相1 の iVN] 1守派!:栄と lt校する刀~I米をもかねて，工事施{子後 4 I， r~を経jUした処rlll材の， 1(!Sf0 

1白，こん虫による被;5状態をd村正したので，その紡呆について報jh与する υ

なお，今後も ÎJ〆f調布を行い， .ìßj'ú:J 1えりまとめて搬行ずる予定である c

2. 使用材料ならびに防腐処理

処jIl["I'. 月上1 II゚�l1 28 1, 1' (1953) 7 刀 6 日 ~8 Fl 

処日!の際には，材料交給と工 'Ji 施{子日とのJ1Jllli!が，ヨ !::tì;うに府かったため，木材の乾燥が充分に処rmされ

ず，中rr当高合水不の状態で行われ，処FII結果の資料もあまり I正確な数{II日"得られない場合が多かった。

また，余分の材料がなカ hったため，切断してn;ìWJ長を測定することもできなかった。

なお，これらの木材に{1l!JIJ した防腐剤の rh1r1~r ，成分n>>~のとおりである。

クレオソート ll[f. . . . JIS K 2404 , 1 り(分析結呆不明)

Na-PCP... .JIS K 1552 , ] >:} (分折結J長不明)

ìðl~化ナトリウムー ジニトドブエノ -JI- 系木材防腐剤(F. D.). ・ー・ JIS K 1550，第 l 積 (NaF80% ，

Dinitrocresol 8%，その仙)

Chromated Zinc chloride (C. Z. C.).... ZnClョ 85% ， K,Cr,O, 15% 

Boliden salt (B. S.).... H ,AsO ,: Na ,HAsO ,: Na,Cr,O,: ZnSO ，二 3: 2: 1: 1 の j見合物

(1)木休部材質改良利



寸法: 9x9x 270 cm 
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a. 外柵用角材

t針種:ヒノキ
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第 1 表 24 r時間 i引責後の平均吸収量

.�!tll n',: P.;:"-':t:J_~ =;=r:- 平均l吸収量|濃度 J 作飴芸t

% I kg/肌11117 り I kg川

-160ー

没決処正m
薬剤J 名

Y よドラム缶に薬液(水溶液) 2001 を入;/1"

ロコd;i[1皮 rllに 10 4:の角材を同時に入れて，が) 24 
20 
26 
20 

15.:) 

0.4 
0.5 
0.4 
0.3 

665 
664 
Ml 
677 

勺
ノ
白
内
ノ
ム
、
ο
q
u

Na-PCP 
F. D. 

C. Z. C. 
B. S. n!j'!!iJ問責吸収させた， 1 薬剤ごとに 10 .4\の1'.(ì

材を JIlい，液につかっていた部分は，約 120 cm 

であって，この部分が土11: 1 に閉められた L' U漬結呆は治 l ポのとおりである。

塗布1処到[

刷毛をj月し、て，クレオソート仙のみは角材の全国を 1 1"1 ，ならびに 3 IlJl 塗布，その他の柴剤l :t地と{115の

みを 1 I rfI主主計1・したコ f千葉斉ljの波IJ[は次のとおりである。

クレオソート泊. . . .Ii;(液， Na-PCP... .5% , F. D.... 山利水市液， C. Z. C.... .3% 水溶液， B.S. 

..3% 水浴液

この角材を地中にがJ 90 c削均!め，約 180 cm (1 rriJJ li'I.Jlí(.，~に川町した。

b. 土留m角材

寸i'1ミ : 9x9X150cm 樹種:ヒノキ

加圧註入処理

薬剤:クレオソート仙

処理条件(リューヒ・ング法〉

注入長: 90 t炎排気: 600 mmI-Ig 10 1;:r-, 力11圧: 8 kg/c削2 30~40 分，空気圧: 2 kg/cm' 10 分，

kg/川この角材を地rl:1 にが) 50 c例埋め，約 180 c制( 1 lilj) U iJ líl\，.jに配置した。

C. ネット用角材

一、wミ: 15x 15X 150 cm 種:ヒノキ品j

地中部分:クレオソート泊 1 回塗布

地上部分: F. D. 飽和溶液 1 回塗布

塗布 4 辺日 IJ後，白色ペンキ塗:主主(塗装の際に防IrtE i\'ljによる lírl需はなかった〉

この角材を地中にが) 40 c問埋めた。

d. 練習板

寸法: 2x 22X 360 c削がJ種:スギ

処JW方法は，処i与後，表IHUの右半分l土 F. D. 2% 水溶液，左半分は Na-PCP 2% 水溶液を，表裏と

もに手jlfl ポンプで吹き付けたへ吹付量1. 71/1干 =0.511/川。

2 ，ì週間後緑色ペンキ塗絵(その際，防防斉ljによるm害は認められなヵ、った)0

e. 審判台

樹種:スギ

士に接する木口面，および高き 20 cm までの部分を F. D. 2% 氷山液 1 I日|設布，その 3 日後に白色

ペンキ主主 LL っ

f .ペンチのあし
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相l種:スギ寸法: 6x 6x60 cm 

クレすソート仙 11"除去布

g. その他の板材

州樋:スギ 寸法:各種 防関剤:クレオソート 71ù

溶布処ßI[ (1 1"1塗布)

161-

塗111長

( 1 ) 抗i]JLのままの材 0.8 ilgj士、ド =0.2.1 kgjrn' 

(2) rl'1 tL上げした材 0.56 ilgj:l:>y.=O.17 kgjm' 

J免田Lのままの1~ は聞が荒いため，刷毛の動きがおそく， 液のH諸がよくないため， 塗布能率がよくな

い。この処Iillの際には ， 111:j- I t: l 当り 1 人の処芦nn国債は，約 4 :bf ニ 13 削2 であった r これに対して，鈎仕上

げした材は，はけの1fí1jきもなめらカそ，液の付着も王子いため ， tM者より能率はよい〈しカ、し，主主lÍ1長はïìtr

者の方が多量である、

砂く付処JlH

E主 ~~jく付に使う手折lポンプをJtn 、て， 1 Ili Jil;~付。吹{、j呈lìlE確なイ11'\が測定できなかったが，大体塗布の

場合の 2 {ti以上であり，消費量はさらに多量である。これは，塗布の場合は，処ßHïi'!}J立外の部分に失われ

ることは少ないが，吹f~ の場合ば， *11，:'"1;宝くまでまきちらすためである 処日!に 1J!する[/寺/f 11: 土，治了lîの幼

介の，'['分くらいである P

これらの板材を，外情m と土WiJlH:.:.{æl日した。

テニスコート木jti物の問問|刻， ならびに外価IIJ柱の附託凶は， UD , 21却のとおりである(与真 l t;
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第 1 図 テニスコート配置図

ぽお， tH21，，11:.:. !IJ，、た来斉Ijl'JU，処HH別の

ilULJ は t ~12 ポのとおりである。

同一処J311のものは， -1 ， -2 ， -3....等の

ごとし通し番号ーで上~-;cの数字に続けた

なお，辺心lオの大小により i欠のように大

別した、

第 2表記りの意味

:~-， 1. I,.- L i 
i� '-; I 土日~ド fl; J世上 n

戸
」

0 無処理

クレ才ソート泊 l
1-1 回塗布 地下部に同じ

クレオソート泊 3
1-3 地下部に同じ

回塗有ゴ
2 !'I~::P~C! 2% 24 ， ~~:!:.CP 5% 1 
時間i浸漬 l回塗布

3 !:,; .R,;, 2% 24 時 F. D. 飽和溶液 l
間浸漬 回塗布

5 ~ ~~，~ S; 3% 24 S~_}. C. 3% 1 回
1時間浸漬 塗布

6 B.S3F424H寺間 B. S. 3% 1 回塗
i浸漬 1布
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3 'I11(l.lenit Z% 
5 Chromaleci z.�c. chloride'3% 24hr浸潰
6 Bol�d.en S(Llt 310 

2-JA 03 

1-3-1B04 

05 

07 

08 
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Q 無処理
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6 11 
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テニスコート外側川町[オよ~2 図

角材の辺材部の大なるもの ....A

小なるもの -...B// 

査調害被3. 

昭和1 32 年 (1957) 5 月 15 日]，'ij 介、 1， 1リ]日

法相ïからの経泊年数. 約 4 1， 1'.

被害度のあらゆ L方

浅川分室 IHlriÏi1.1ll防関処問外柵被符訓1'，'と[パIj_..方・法によった。

( 2 ) 調査結果

( 1 ) 
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a. 外柵用角材

外側の立っている土じようは. I'LJ方とも Wl東ロームよりなり，日照時間は，南側が少ないが，他はほと

んど一日中山射日光にさらされるのその訓水状態は . JμJ í;[51'iZJには変化はあるが，大体良好である。

f!J!祭結果によると，地ぎわを墳として，それ以下と，それ以ととでは，明らかに被害!交が異なるので，

別々に被f!1!.交を求めたσ

被7守は. n刻、ラと虫干与の両者が混じているものもあり，あるいは一方のみのものもあり，その区別はiI!"ìV，

にむずかしい。しかし，全般的には. [，l ，j者がj見じている被害が最も多いぺ

被i与状山をみると，地ぎわtmをJ~~ として，地上ì~i)は!肉朽の場合ほとんど被官がなく，虫十与の場fTは，内

九日のみを食って. íiJ!ぎわから1O~20 cm の高さまでおよんでいる n

地下1'';15は，木材の含水準が高く. t也ぎわ以下約 20cm の応分までが，最もはげしく被得を受けている

(写真 2 参照〉。

一般に腐朽，虫容とも，辺材部のみで，心材はほとんど健全である日そこで. ，広 3 表は地下郎の辺材の

みの観察結果である。

虫tぎには，ヤマトシロアリ (Leucoteγ隅es sþeγatus KOLBE) と，アオカミキリモ f キ (Xanthochγοa

Wateγhousei HAROLD) の幼虫〔保護郎・日塔按官識別)によるもので，特に後者の被惇ははげしく，

fH~全材を除いて:f'W!:' のJ~i こそあれ，ほとんど全怖がこの虫の彼;ぎをうけていた勺

このIJ~の被得は.Rの北側が最もひどく. .l[lJ J-J';15 も同 tm作jに内 tmをよ主って， が} 20 c削の高さまで Aえん

でいるが，大11日分は地内Híを氏っている J この虫による被11f材は，その夫商が，料士状の灰色の排せつ物

で包まれ. rJ-ì t'i15の食汗跡の孔にも寸不つまっているけ その孔の大きさは約 5 抑制で大休繊維方向に走っ

ている。この虫は心材をf主わず . .ì!.!材のみをはげしく食7与しているのこの被汚は. I丙朽に I~.J係なく，独立

しておきているよう fこ Ml~きされたっ

ヤマトシロアリの被符は1肉的を i-Yい. Irm朽のみか，シロアリのみかの '!'lj)]Uは，非常に間'NI'であるコ大体

においては 1 ， I ，j者が 11~1J.し. IPS朽して材の合水不が高くなってヵ、ら，シロアリがスるのか，シロアりがスっ

てから合水中が大となって，府内がおきるのか.その点はまだいずれともいえず，ある L 、は 2 つの場合が

あるの力、もしれないけ

21H ヨミの*のあるのは，シロアリがその柱から発見されて，シロアりによる被tf? と確訴されたもののみ

で，その数は全ì'fJ5で 72ドであるが，この他にも確認はできないが，食こんがシロアりによるらしいものが

多数あったη また，シロアリとアすカきキリモドキが l 本の柱に共存しているものもあったっシロアリの

場合は，地ぎわから上は f孟とんど被害はなく，地ぎわ以下の辺材のみを食詳していた

地上部の観察結果はll&郎の辺材の干:切れi部分に腐朽が少しあったものが. 4 4:のみで，他は健全てあっ

7こ O

第 3 表の結果からわかるように，柱の位置による被害程度の差はあまり認められなかった。ただ，注目

すべきことはクレオソート泊処理材は，大郎分健全状態を保持しているにもかかわらず，練習板の後の外

柵兼支柱の No. 35. 36. 37. 38 の 4 本のみが，相当腐朽していた。これは現在の位置に移設する前は南

西のすみにあわその付近は上滞の通路から，あるいは林から流れこむ雨水のたまり場で，比較的他の位

置より，士ヰIの水分が常に多く含まれていたためではなし、かと考えられる。このように柱の付近の士じよ

うの水分変化が，腐朽には相当大きな影響を与えるのであろう。
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C. Z. C.3% 

B. S. 3% 

防腐剤別の被得度をみると，今IT'I の制作ではクレオソート泊 3 同塗布が最も少なく，その他被害の少な

かったのは，クレオゾート泊 1 19]設布， C.Z.C.3% 7Kì'r~液， B.S.3% 7Kl?f液で，被害の多かったのは，

Na-PCP 2% 7Kì剤使と F. D. 2% 7M;液であった。

b. 土留用角材

地上i'llí はが'} 100 cm， 地下部はがJ 50 cm で，角材の立っている土は，下水がしみこむため，非常な混地

である(写I'f 3 参照)。

~1 3 表

l問[

MI察結果によると，虫害は全然なく，開朽のみの被害で‘あったっこの場介も，心材はほとんど被告はな

い。辺10 の被汚についての観察結果を第 4 表に示すっ



木材防r(JS実地f試験資料 2 (研究資料) (木材防府(i)1 究室〕

(1) 4 :K +WlJfJ 角材の矧然新呆

羽!i. 11-\::, 1.逗 。 2 3 4 5 ~ト 巧

地ぎわ以ド本数 10 

t昨以上本数 1 14 1 
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地ぎわ以上と以ドでは，被害l立ははっきり異なり，大部分の材は地ぎわ以ドは被古Aがあっても， j:由ぎわ

以上では大休健全で，ただ況U"iS の本rI ，'ílS分に多少l ピ与がある:f!LHitで，側部の tm分はすべてíU~全であった r

C. ネット用角材

4 .-Kのうt> 1 +: (A コート東jt!1j)が，地ぎわ Iメドの辺材 tm分じ被;申立 1 の IrtE朽があったのみで，他l土地

上，地下とも健全であった。

d. 練習板

全而他全である〉

e. 審判台

A ゴートIlJの 1 .-Kのあしの木口 ifl5f、J-_ì圧に，被}， 1i:皮 1 の閥的があった。その他の畑、処YQl日j;分にも，主とし

て辺材 nllに閥的がよよ受けられた、 B ゴー卜川のものは，大M，:íぜ全であった

f .ベンチのあし

l つのペンチのあしは 8 '4えであり， j:也上 35 cm ， 士山下 30 c仰となっている、ブミ体他の材と同じく，地

下1\11分が被干与を受けており，虫容の場合のみ，地上1'';15の内情をケ去にしていたハ

観祭高ii来を第 5 式ーに示す.，

この場合の虫宮は，アオカミキリモドキの被習であり，特iこベンチ 4 の被告あし 2 本は，外側のみを残

して，内 iillは犬きな主洞になっていた

第 5 表 ベンチの1l!1l:'i1げrJl察結果

:被丹!立| 。 2 3 4 5 

ペンチ 1 B 
// 2 4 
// 3 6 
グ 1 I 6 

備考

2 2 
2 

2 

腐朽のみ 関符虫;葺 l 腐朽虫笥

写真]ー(1) テニスコート外情
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写完 1-{2J テニスコート外側

明日斗1) テニスコート外何~.IJ!(i 1{状況

(シロアリ j

び!\ 2 -(2) テニスコート外柵1 必 I i~1犬(川

〔アオカミキリモドキ〕

2J.n 3 テニスコート士官i材




